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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①農林水産省研究ネットワーク（MAFFIN）の江口です。
②後藤先生、このたびのインターネットの殿堂入りされたことに、心よりお喜び申し上げます。
③MAFFIN発足のころから、今日まで我々がインターネットを利用するにあたり、後藤先生には、大変お世話になってきました。
④、これまでご支援いただいたことが研究成果となったものの一部をここで紹介させていただきます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①最初に、MAFFINの紹介をさせていただきます。
②農林水産省では、つくばに研究情報のIT基盤として共同利用施設を有しており、所管の国立研究開発法人等に情報サービスを提供しています。
③ここには、計算機室をもつ、2つの施設があり、スパコンを始め、クラウド等のサーバ群、さらには農学の文献データベース等を扱う国立国会図書館支部分館も有しています。
④MAFFINでは、これらのサービスを、いつでも、どこからでも、利用できる環境を提供しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①これがMAFFINの全体図で、北は北海道から、南は沖縄石垣島まで、全国80カ所以上の研究拠点を接続しています。
②MAFFINは、1991年に主要な研究機関をIP接続、1993年1月にTISNに接続してインターネットの利用を開始し、以後25年間、今日まで至っています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①1998年には、フィリピンにある国際稲研究所との連携を行うため国際回線を開通させ、19年間これを維持しています。
②この回線は、開通当初からAPANの一部として利用されていて、APAN東京XPと、フィリピンのPREGINETの間を接続しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①本日は、MAFFINに接続する、農、林、水の、研究機関の成果の一部を紹介いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①最初に農研機構の成果から紹介します。
②ゲノム研究は、データバンクへのアクセスや解析など、インターネットなしでは成り立ちません。
③そのため、最初のMAFFINのインターネット接続の目的は、イネゲノム研究の推進のためでした。

④イネのゲノム配列を決定するという国際計画、ゲノム配列中の遺伝子情報を精査するという国際プロジェクトは日本主導で行われ、その成果はRAP-DBというデータベースより公開しています。
⑤また、様々な遺伝子情報の研究から得られた大量の結果をまとめたデータベースも開発されており、情報の相互リンクが張られています。
⑥これらのデータはイネ研究だけではなく、これをもとに同じ単子葉類の穀物であるオオムギ・コムギなどの他の作物種でも利用されてきました。
⑦これらの文献情報やゲノム情報は全て電子化され、国際インターネットを介して取得可能になったことで、世界中から穀類研究に利活用され、農学研究も格段にスピードアップしています。

http://rapdb.dna.affrc.go.jp/
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①イネゲノム情報といった研究上の重要情報がインターネットを介して世界中どこでも利用可能になったことで、国際的な共同研究も大きく進みました。
②例えば、イネゲノム情報を利用して、根が深くなる遺伝子が同定されましたが、この遺伝子を持っていることにより、根が深く伸びるようになったことで、干ばつにも耐性を示す植物体になったことが海外の国際研究機関との共同研究より実証されました。
③また、この遺伝子が存在することが植物の生長にも影響を与え、収量の増加にもつながっています。（収量が約2倍に）
④このように、イネゲノム情報を利用した国際的な共同研究が、イネのみならず様々な作物の生産性向上に繋がっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①次に、農研機構 農業環境変動研究センターが開発した全球作物収量データベースを紹介します。
②近年、インターネットへの統計資料の掲載が増加し、世界各地のデータ収集を可能になりました。
③本データベースでは、衛星植生指数とFAO国別統計収量を用いて120kmメッシュごとのトウモロコシなどの主要４作物の収量を推定しました。
④推定収量は、インターネットで収集した州・郡別の統計収量で検証しました。
⑤こうした高解像度の収量データは世界で2例しかありません。
⑥（クリック）こうしてインターネットの恩恵を受けて開発された収量データベースは、全球作物研究の基盤情報となっており、穀物収量の不安定化や温暖化の進行が穀物収量の伸びに与える影響などの解析に用いられています。（詳細は以下のURLを参照して下さい。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①（クリック）上の図は、1981 年から 2010 年までの 30 年間にコムギ収量の安定性が、変化した地域を示しています。オーストラリアや東欧などでは、コムギ収量の年々の変動幅が近年、大きくなる傾向にあることを示しています。
②（クリック）下の図の気温上昇（+0.6℃、+1.8℃、+2.7℃、+3.2℃、+4.9℃）は、産業革命以前（1850-1900年）に対する、今世紀末（2091-2100年）の世界の平均気温の上昇を指します。
③今世紀末の気温上昇が、1.8℃未満でもトウモロコシの世界の平均収量の増加は、抑制されることが分かります。
（これらのより詳細な情報は以下のURLを参照して下さい。）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
後藤先生が関わっていらっしゃるアジア太平洋先端ネットワーク(APAN)では、1998年につくばで開催された会議において、MAFFINと当時の農研センターが中心となって農業作業部会が設立されました。他の地域のネットワーク関連の会議にはなく、APANの特徴となっています。設立以来、農業研究センターや農研機構の研究者が部会長・副部会長として牽引して、国際的な連携を行っています。過去には、農研機構が開発した農業向けのセンサーネットワークであるField Serverを中心にした連携が行われてきました。(クリック)すべてを紹介できませんが、2006年までにフィールドサーバを世界各地に設置しました。(クリック)タイではフィールドサーバの技術移転を行い、(クリック)成果を産みました。(クリック)ネパール研究教育ネットワーク・慶応大学と連携して、イムジャ湖のモニタリンツを行い、温暖化研究と水害予報に貢献しました。(クリック)JSTの支援を受け、インドのIITBと協力して、ハイデラバード近郊での共同研究も行われました。(クリック)フィールドサーバのコンセプトは、フィリピンをはじめとしてアジア地域での農業向けセンサーネットワークの構築にも大きな影響を与えています。この他にも、農業モデルやデータの相互利用も行いました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
農業向けのIoTが市場に多く供給されるようになったため、農業研究データの相互利用を推進する活動に重点が移ってくるようになり、2015年のクアラルンプールからセッションのタイトルに”Big Data”が入るようになりました。(クリック)今年2月のニューデリーの会議ではヨーロッパで農業関係のデータのオープン化とビッグデータ化を推進する(クリック)GODANとの協力を開始しました。(クリック)8月の大連では、GODANと共同でワークショップを開催し、会場が一杯なる程の盛況ぶりでした。来年3月のシンガポールでは、商業分野のデータ交換の標準化を進めているAgGateway Global NetworkとGODANと共同のセッションと、農業分野におけるビッグデータとAIに関するセッションを企画中です。また、タイのHAIIから新たに副部会長を迎える予定になっています。農業研究ビッグデータの構築を開始した中国の国内会議や、EUのプロジェクトであるe-ROSAの会議に農研センターの研究者が招待されるなど、APANの農業研究ビッグデータの活動を通した国際連携が進んでいます。
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WeRise (Weather-rice-nutrient integrated decision support system)

Rainfed rice yields are low and unstable mainly because of uncertainty in rainfall amount and distribution, existence of nutrient stress, and pest
occurrence. Climate change poses the grave threat of extreme weather events that could further reduce rice productivity in rainfed areas.

The IRRI-Japan project on Climate Change Adaptation in Rainfed Rice Areas (CCARA) is developing a decision support system (WeRise) to improve the
livelinood of rainfed rice farmers under current and future climate scenarios. This system uses a seasonal-weather forecast that provides farmers
crucial weather information such as the start and end of the rainy season and rainfall distribution during the crop growing season. It also advises

farmers when to sow and transplant the crop, what variety is appropriate, and how fertilizer may be efficiently applied Ig%—s% 7rj§ 7}( }_EEIE % Eﬁ él_l-_'t t \/ g -
Japan International Research Center

http://www.werise.irri.org for Agricultural Sciences  (JIRCAS)



http://localhost/werise-dss/docs/index.php

WeRise

Weather-rice-nutrient integrated decision support system
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①次にWeRise（ウィライス）を紹介します。
②熱帯における天水（いわゆる雨水）にたよる稲作は、気候変動の影響で毎年一定した生産量を得ることは難しく、収量も低い状況です【クリック】。
③紹介するWeRise（ウィライス）は【クリック】、【クリック】、農水省の事業の一環として、日本の国際農林水産業研究センター（JIRCAS）とフィリピンに所在する国際稲研究所（IRRI）との国際共同研究で生まれた成果であり【クリック】、
④熱帯地域の天水稲作農家の播種（種まき）、施肥（肥料）時期の最適化を図り、生産量の増加を目指す意思決定支援システムです。【クリック、改ページ】
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑤WeRise（ウィライス）には【クリック】、収量アドバイザリーと【クリック】、気象アドバイザリーがあり、【クリック】品種ごとの種まきのタイミング別の収量の予測、【クリック】奨励播種のタイミング、【クリック】雨期の開始、干ばつや洪水の可能性、【クリック】最適な施肥（肥料）の時期等の情報を提供します。【クリック、改ページ】



http://localhost/werise-dss/docs/index.php
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
④これらの情報を用いた【クリック】、稲作の実証結果では、WeRiseが奨励する栽培方法をとった農家の収量は、近隣農家と比較して【クリック】、2倍強の大幅な収量の増加となっただけでなく、WeRiseによる収量の予測値は、実際の農家の収量とほぼ一致しましていました。【クリック】。
⑤この図では、ラオス・サワナケート州、インドネシア・中部ジャワ州での実証結果ですが【クリック】、現在は、他のインドネシアの地域を対象に、WeRise（ウィライス）の検証と二期作栽培に向けた研究を実施しています。また、フィリピンでもWeRise（ウィライス）の社会実装に向けて、フィリピン稲研究所との共同研究を実施中です。
⑥WeRise（ウィライス）は、IRRIのサイトからアクセス可能で【クリック】、現地の農業普及員や農民グループのリーダーを対象としていて【クリック】、英語とインドネシア語、タガログ語、ラオ語の現地語で情報を提供しています。ユーザーはWeRise（ウィライス）の情報を印刷し、農家に配布することができます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①次に森林総合研究所の成果である東アジアにおける森林動態観測データを紹介します。
②森林減少の回避は、コスト効率の高い温室効果ガスの削減方法です。 
③しかし、森林の炭素動態と気候変動の影響に関する我々の知識はまだ不十分です。
④森林動態の長期モニタリングは、森林の炭素蓄積量の変化をより正確に推定するのに役立ちます。
⑤森林総合研究所では、これまで培ってきた知見をもとに、東アジアの幾つかの森林区域ついて、現地のカウンターパートである大学や国立森林研究所に対して、長期にわたる森林の大面積試験のノウハウを提供し、20年以上にわたり観測を行うとともに、得られたデータをインターネット上で公開しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑥（クリック）現在、北方針葉樹林のトゥラ、（クリック）熱帯季節林のメクロン、（クリック）熱帯湿地林のラムセパイ、（クリック）ラノン、（クリック）熱帯降雨林のセマンコック、（クリック）パソ、（クリック）ブキットスハルトを20年以上にわたり変動を観測しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑦（クリック）森林の観測は、現地の大学や森林研究所等のカウンターパートの協力が不可欠です。森林総合研究所は日本で培ってきたノウハウを伝えながら、観測を実施しています。
⑧熱帯の樹木は50ｍをこえるものがありますが、（クリック）これらの木の成長を観測するには、太さを正確に計ることが重要です。
⑨（クリック）これらの測定は、国内とは条件が異なり、実行がしばしば困難となります。（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑩これらのデータの収集と公開、さらには各国のカウンターパートへの技術協力や相互連携には国際インターネットは不可欠な存在となっています。
⑪森林は、成長していく木、時として火災や台風で死んでいく木もあり、その後、種が置き換わりながら森林が回復していきます。
⑫（クリック）森林を持続的に管理するには、このような20年以上にわたる長期的な観測とそのデータ公開が不可欠です。
⑬（クリック）森林動態観測データは、森林生産力の比較研究に利用されるだけでなく、（クリック）炭素蓄積のモニタリングや地球環境の保全、利活用に役立っています。（クリック）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
①次に、水産研究・教育機構が、2008 年 5 月から公開している「日本海海況予測 システム JADE（Japan sea Data assimilation Experiment）を紹介します。
②現在は、領域を東シナ海まで拡張したJADE2を提供しています。
③JADE2 は、九州大学応用力学研究所で開発された日本海近海の海況予報モデルを改良し、水産試験研究機関の船 舶観測データを導入した海況予測システムで、
④水産研究・教育機構がMAFFINのスーパーコンピュータを利用して運用しております。 
⑤JADE2 は、現在までの日本海及び東シナ海の海水温や流速などの海況を再現して、スルメイカ、マアジ等の重要水産資源の変動要因の解明に利用するとともに、
⑥3 ヶ月先までの海況を予測して、漁況の予測に活用することを主な目的 としております。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑦（クリック）この例では、12月1日の日本海の海水温と流速分布を示していますが、今日のシンポジウムの1ヶ月後の（クリック）2018年1月12日の海水温と流速分布はこのようになると予測されます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
⑧（クリック）同様に、12月1日の東シナ海について今日のシンポジウムの1ヶ月後の（クリック）2018年1月12日の海水温と流速分布はこのようになると予測されます。

⑨このシステムの活用として、（クリック）近年、漁業に甚大な被害を与えている大型の「越前クラゲ」の移動予測にこのシステムが使われています。
⑩このシステムは過去の海況も精度良く再現するこができるので、過去の水産資源変動の研究にも利用できます。
⑪例えば、マアジ等、東シナ海で生まれて日本海に回遊する魚種の卵稚仔がどこを回遊するかを予測するモデルにこのシステムが利用されています。
⑫漁業者や海を利用する一般の方々にも有用な情報を提供しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日、紹介した研究成果はＭＡＦＦＩＮを利用する以下の研究機関の成果物であり、各機関から資料提供を受けて作成しました。
内容にご興味があるかたは、以下の連絡先にお問い合わせください。
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